
令和８年度 体育・健康に関する指導の全体計画                                      浦安市立明海中学校 

 

 

 

 

 

                   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
健康教育推進の観点 

 

教育の側面 管理の側面 

・基本的な生活習慣の徹底 

 早寝、早起き、朝ごはん 

・感染症、疾病、怪我の予防 

・保健教育の充実 

 性感染症、エイズに関する指導  歯科指導 

 生命の誕生に関する指導 性教育講演会 

飲酒、喫煙、薬物乱用防止の指導 

生活習慣の指導 

・心の健康教育 

 命の大切さを学ぶ教室 

 ＳＬＣ・ＳＣとの連携 

 ＳＯＳの出し方教育 

＜保健＞ 

・保健学習と保健教育を充実させ、心 

身ともに健康で安全な生活の確立に 

努める。 

・心身の健康状況把握 

 日常の健康観察、健康相談等、健康診断 

・生徒理解に関わる職員研修 

 心肺蘇生法に関わる研修 熱中症に関わる研修 

 エピペン使用とアレルギーに関する研修 

 ＳＬＣ・ＳＣによる教育相談に関わる研修 

・嘔吐物処理に関する研修 

・緊急救急対応（フローチャート）研修 

・生命尊重、規律厳守の価値把握と実践力の育成 

・教科学習における、怪我の未然防止、用具の正しい使

い方、授業の進め方の配慮 

・校内および登下校の安全行動の指導徹底 

・命を守る訓練の実施と安全に避難する方法の徹底 

・道徳の時間や学級活動で命の教育を実施 

＜安全＞ 

・自他の生命の尊重につながる教育活 

動の場の設定と、日常生活の安全指

導の徹底を図る。 

・安全点検での危険、修繕箇所の把握 

・薬品の取扱規定と保管 

・緊急体制の徹底及び医療機関や関係機関との連携 

・年２回、命を守る訓練（小中合同の避難訓練）の実施 

・健康を考えた食事摂取 

・朝食摂取の習慣と内容の充実指導 

・栄養、安全、衛生、マナーに関する指導 

・給食に関する指導 

＜食＞ 

・栄養に関する知識を身につけ、望ま

しい食生活を実践、継続しようと努

める。 

・衛生的な給食の提供 

 手洗い、白衣とマスクの着用、後片付けの確認、徹底 

・検食の実施 ・残量調査 

・アレルギー食品の把握と対応 

・教科指導（保健体育）の充実、運動技能や体力の向上

を推進する。 

・目標の明確化や指導と評価の工夫と改善 

・体力テストの結果を活用 

＜運動＞ 

・進んで運動に取り組み、体力や運動

能力を高めようとする。 

・体力や運動能力の状況把握 

 授業内、体力テスト、体育祭等 

・体育器具や施設の安全確認 

・健康観察の強化と事故防止の指導 

・点検活動による学習環境の整備と把握 

 机、椅子の適合と学習環境への配慮 

・清掃活動の充実（黙働清掃の徹底） 

・手洗い場やトイレの衛生管理 

＜環境衛生＞ 

・安全で衛生的な環境を維持改善す

る。 

・環境衛生点検の実施 

 日常的に水質検査を実施、教室環境点検の実施 

 手洗い場、トイレ、配膳室の点検 

 定期的に照度を測定、空気の検査、水質検査 

 騒音測定、生徒の机、椅子の調節 

 

【保護者・地域の実態】 

・入学生徒の出身小学校は主に２校

である。他学区から明海中学校を選

び入学する生徒も数名いる。 

・保護者、地域の方々は、学校への

関心は強い。ＰＴＡ活動にも積極的

で、学校に対する惜しみない協力

が得られる。とても協力的であり、理

解力のある保護者、地域の方々で

ある。 

【生徒の実態】 

・明るく、人懐っこい生徒が多い。 

・温和で温厚な生徒が多い。 

・協調性のある生徒が多い 

・学習意欲の個人差が大きい。 

・物の管理や整理整頓に課題があ

る。 

・挨拶ができる生徒が増えてきてい

る。 

・各行事に対し、積極的に参加する

生徒が多い。 

・部活動への活動意欲に個人差があ

る。 

 

【明海中学校学区共通目標】 

ふるさと明海から世界へ羽ばたく 

グローバルな人材の育成へ 

明海の子を明海で育て、そして、 

ふるさと意識の醸成 

 

 

【浦安市学校教育推進計画】 

・主体的な学び（知） 

・自他を尊重する心（徳） 

・健やかな体（体） 

・豊かなかかわり  

 

 

【第４期千葉県振興基本計画】 

・子供たちの自信を育む教育の土台 

づくり 

・未来を切り開く「人」の育成 

・地域全体で子供を育てる体制と 

全ての人が活躍できる環境づくり 

 

【学校教育目標】 

学ぶ喜びと 思いやりにあふれ、たくましく生きる生徒の育成 

～絆と希望を胸に、夢の実現へ～ 

【体育・健康に関する指導の目標】 

・運動に親しむ意欲や態度を育て、資質や能力を高めるとともに、体力の向上を図る。 

・心身の健康や安全に関する予防指導や保健衛生に関し、家庭、地域社会と連携し

自己管理能力を育成する。 

・環境衛生に関する意識を高め、進んで整備、清掃ができる生徒を育成する。 

・怪我、事故、災害に対する危機管理能力を高め、未然防止、緊急時の対処などの安

全管理を徹底する。 

【目指す生徒像】 

●主体的に学ぶ生徒 

●多様な価値観を認めながら、協働的に活動できる生徒 

●心身の健康に留意する態度、折れない心をもつ生徒 

 

【本年度の重点目標】 

●指導と評価の一体化による教育実践 

●集団や社会の形成者としての見方・考え方の育成 

●健康で安全な生活を実践する能力と態度の育成 

＜学校保健委員会＞ 

・がん教育の推進、「がんについて考えよ

う」外部講師の派遣（市役所保健師） 

・薬物乱用防止教室の推進、外部講師の派

遣（薬剤師） 

＜学校労働安全衛生委員会＞ 

・職員の健康診断（５月～８月） 

・健康管理医による職員検診の事後指導

（１０月） 

・健康管理医による職員検診の事後指導

（総合判定）（２月～３月） 

・職場巡視（２月～３月） 

＜地域・関係機関との連携＞ 

・地域社会との連携を図り、早寝、早起き、

朝ご飯を推進する。 

・朝の挨拶運動を実施する 

・小学校と協議をしながら、小中の実態を

把握し、連携を図る。 

・ＰＴＡ諸活動との連携を図る。 


